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（株）SRA ホールディングス代表取締役社長の大熊です。 

本日、2025 年 3 月期決算を発表しました。併せて「剰余金の配当（増配）に関するお知らせ」、および

「2025 年 3 月期通期連結業績予想と実績との差異及び特別損失の計上に関するお知らせ」も発表しまし

た。 

今回の決算発表の要点は以下の通りです。詳細は発表資料をご覧ください。  

 

＜発表資料＞ https://www.sra-hd.co.jp/  

 

〔2025 年 3 月期決算〕 

(1) 2025年 3 月期（2024年度）業績 前年同期比  

■売上高＝増収（4 期連続）、過去最高を更新  

■収 益＝粗利益額・率、営業利益額・率ともに過去最高を更新、 

経常利益・当期純利益は減益 

（粗利益は 7 期連続・営業利益は 6期連続で過去最高を更新）  

■配当金＝年間配当金 180 円 ※年間配当金 20円増配  

 

◎売上高：516 億 17 百万円（9.5%増）  

（主な要因）  

・開発事業(3.6%増)：金融業向け等が増加  

・運用・構築事業(6.6%増)：製造業向けおよび金融業向けが増加  

・販売事業(19.6%増)：(株)AIT で病院や金融機関等向けが大幅に増加  

◎粗利益：131 億 79 百万円(10.3%増) 粗利益率：25.5%(前年 25.4%) 

（主な要因）高収益ビジネスへのシフト、単価改善が着実に進行  

◎営業利益：79億 40 百万円(15.0%増) 営業利益率：15.4%(前年 14.7%) 

（主な要因）粗利益の増加、販管費の効率化  

◎経常利益：81億 26 百万円(5.2%減) 経常利益率：15.7%(前年 18.2%)  

（主な要因）営業利益の増加、円安影響による為替差益の減少等  

◎当期純利益：37 億 77百万円(26.3%減) 当期純利益率：6.5%（前年 9.7%） 

（主な要因）貸倒引当金繰入額および投資有価証券評価損の増加 

 

2024 年度は、「開発事業」、「運用・構築事業」、「販売事業」の全てのセグメントで増加し、特に「販売事

業」が好調に推移した結果、売上高が増収となり、粗利益、営業利益ともに増益となりました。一方、経常

利益につきましては、前連結会計年度は大幅な円安の影響により為替差益を計上していたのに対し、当連

結会計年度では小幅な円高で為替差損が発生したため減益となりました。また、貸倒引当金の繰入れや

投資有価証券評価損の計上等により、当期利益は減少となりました。 

 

https://www.sra-hd.co.jp/


当期の配当は、営業利益、経常利益が業績予想値を上回ったこと、また、今回の特別損失については

キャッシュアウトを伴わないことから、期末配当金を予想比 10 円増額の 100 円とし、中間配当金 80 円と合

わせ、年間配当金を前期比 20 円増配の 180 円に増配とすることといたしました。これによる配当性向は

67.3%です。 

（注）当社では、従来より「配当性向 50％を目処に〔安定的な高配当〕を目指す」としており、これを上回

っておりますが、2022年 10月 18日付お知らせの通り、実現していない損益（投資有価証券の評価

損益や為替の差損益）等が原因で当期純利益が変動する場合等においては、その影響を考慮し

配当額を決定する、としていることによるものです。 

https://www.sra-hd.co.jp/Portals/0/ir/others/20221018.pdf 

 

(2) 2026年 3 月期(2025年度)予想 

◎連結業績 

売上高 535 億円、営業利益 83 億円、経常利益 81.5 億円、当期純利益 49 億円 

◎配当金 

「株主還元の更なる充実を図るべく、従来通り、配当性向 50%を目処に〔安定的 な高配当〕を目指す」と

の方針に基づき、1株当たり配当金＝年間 180円を計画（前期と同額） （中間配当 90円：期末配当 90円、

配当性向 46.4%を予想）  

 

〔2025 年 4 月 月次売上高〕 

（株）SRA＝前年比減少 

（株）AIT＝前年比大幅増加  

国内子会社＝前年比増加  

海外子会社＝前年比減少 

 

＜発表資料＞ https://www.sra-hd.co.jp/ir/ir-news/index_2025.html 

 

上記の通り、（株） SRA および海外子会社は前年比減少しておりますが、国内子会社は前年比増加、そ

して（株）AIT では、金融機関向けの販売等の大口案件があったことから、前年比 22 億円超の大幅増加と

なっております。 

 

引き続き、更なる成長を目指すべく、既存業務分野での生産性向上に努め、そこであげた収益を成長分

野や新たなビジネスに積極的に投入し、「ビジネスモデルの変革」を推し進め、収益性の向上を目指してま

いります。 

皆様には、変わらぬご支援を賜りますようお願い申しあげます。 

https://www.sra-hd.co.jp/Portals/0/ir/others/20221018.pdf
https://www.sra-hd.co.jp/ir/ir-news/index_2025.html

